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 論文審査の結果の要旨
ハリ ビリアデイナタ
 HarrvWIRIADINATAの研究は植物地理学上のマレーシアMalesia(すなわちマレーシ
 ア・シンガポール・インドネシア・フィリピン・パプアニューギニアより成る地域)に野生す
 るマメ科トビカズラ属の種類を分類学的に整理して区別点を明らかにし,種間の系統関係を解
 明することを目的としたものである。従来,乙の地域のトビカズラ属植物は限られた地域の少
 ない標本に基づいていて研究されていた。このため,今日アジアの熱帯雨林ではこの属の種類
 の分類学的な同定が非常に困難で,他の分野の植物学的な研究がほとんど進展できない状態で
ビリアデイナタ
 ある。WIRIADINATA提出の論文はマレーシア地域の総ての種についてまず,種の範囲を明
 瞭にし,各種の特徴を朋らかにすることを試みている。この目的のために,1983年以来マレー
 シア地域の各地を調査し,また約1000点2000枚に及ぶ押し葉標本を用い,特に花序,花および
 果実の形態をくわしく調べ,走査型電子顕微鏡(SEM)を用いて花粉粒の形態を検討した。つ
 ぎに,この結果をもとにマレーシア地域の種の種間の系統関係を検討した。
 本研究の結果,マレーシア地域にはトビカズラ属46種の存在が認められ,このうち11種は新
 種であった。このように多数の新種が発見されたことは従来の知識の不完全さを示している。
 46種の地理的な分布をみると,ニューギニアには16の特産種を含む22種が生育しており,これ
 に次ぐのはフィリピンで,7固有種を含む11種が分布する。これらの地域に比べると,他の地
 域は固有種も広布種も少ない。この事実からニューギニアは明らかに本属の分布の中心の一つ
 と推定された。これらの46種を同定するために種の形態的特徴に基づいて,検索表を考案した。
 各種について正名,異名,文献を整理し,またタイプ標本を選定し,新しい記載を作り,それ
 ぞれの種の生態と分布を明らかにした。さらに,46種間の系統関係を明らかにしている。以上
 の内容は植物分類学上の新しい知見であり,その発展に寄与するものである。これは著者が自
 立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって
ハリ ビリアデイナタ
 HarryWIRIADINATA提出の論文は理学博士の学位論文と'して合格と認める。
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